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●バージョン１ 

 

↑これはターンアラウンドと言えるか良く分かりませんが、バージョン２～４と雰囲気が少し違うので 

２～４のマンネリズムに飽きたらこのようなフレーズを使って下さい。 

２～４に比べて全くアクが無いので、対比させて使うバーションとして、押さえて損は無いです。 

（最後のキメより前の部分は、あなたの好きなようにアレンジして変えて良いです） 

 

●バージョン２ 

 

↑「いかにも！」という雰囲気を感じ取ってもらえるはずです。 

こういうのがアドリブセッションで出来るようになると、かなり楽しいです。 

バッキングトラックに合わせてガンガン練習して下さい。 

 

●バーション３ 

 

↑導入部の入るタイミングに注意して下さい、間違えると完全に『ミスした』と思われてしまうフレーズです。 



でも、完璧に弾けるようになって、いつでも正しいタイミングで繰り出せれば 

「お、おぬし出来るな・・・(汗)」という感じになります。初心者や中級者でこのようなフレーズを 

自由奔放にキメられるギタリストは、かなり貴重です♪ 

 

●バージョン４(最後のオチ) 

 

↑もう完全に聞いた事あるフレーズですよね。 

これをキメれば、皆の顔がほころんでその場の空気が一瞬で良くなるはずです。 

絶対に弾けるようになって下さい！かなり楽しいです。 

 

ちなみにこのフレーズを、曲の途中でターンアラウンドとして使う場合は、↓のようにすると良いです。 

 

 

これらの他にもターンアラウンドやオチのバリエーションは無限にありますが、 

まずは、これらのフレーズを徹底的にマスターして、使いどころと雰囲気を掴んで下さい。 

 

ここまでくれば、マイナーペンタトニックスケールでのアドリブの秘訣が 

大分板に付いてきたと思います。 

 

練習すればするほど楽しくなってくるはずです。 

難しいことは一切考えず、フレーズそのものを楽しんで下さい♪ 

 

今後も頑張りましょう！ 

 

エレきちエレきちエレきちエレきち    


